
パパを楽しんでいますか？ ママにも言えない子育ての悩みはありませんか？ 

子育て中のパパを対象にした「ひらつかパパスクール」の開講に先立ち、小崎恭弘さんによる男性 

視点で語る、育児の極意がつまった講演会を開催します！ 

『パパだからできること』、『パパにしかできないこと』、育児戦略を夫婦で一緒に考えてみませんか。 

 

平成３０年度神奈川県地域女性活躍推進交付金事業 

「ひらつかパパスクール～パパが率先！チームわが家でいこう！」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

お問い合わせ：平塚市人権・男女共同参画課 

平塚市保健センター 講堂（平塚市東豊田４４８番地３）※駐車場あり 

６か月以上の未就学児１０人 (要予約・先着・無料) 

子育て中又はこれからお子様が生まれる夫婦（プレパパ・プレママ）等 

（※お一人でもご参加いただけます）１００人（先着） 

無料 

小崎
こ ざ き

 恭
やす

弘
ひろ

 氏 

９月２１日（金）17時まで（託児は９月１４日（金）17時まで）に、必要事項を添えてお申込み 

ください。 

① ホームページ http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/jinken/page42_00071.html 

② Ｅメール danjo@city.hiratsuka.kanagawa.jp 

③ F A X ０４６３－２１－９７５６ 

④ 電 話 ０４６３－２１－９８６１（直通） 

お申込み簡単アクセス 

ホームページ メール 

9 月３０日（日）１０：００～１２：００ 

講演会にご参加の方は、「ひらつかパパスクール※裏面参照」に優先的にご参加
いただけます。当日、定員を超えるお申込みがあった場合は、抽選になります。 

大阪教育大学准教授、ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン顧問 

父親支援研究の第一人者で、「パパの育児を喋らせると日本一面白い！」
と評判の超人気講師。著書『マンガでやさしくわかるパパの子育て』など。
ＮＨＫ「すくすく子育て」などテレビ出演多数。 

＊いただいた個人情報は、適切に管理し、講座開催目的以外に使用しません。 

【必要事項】件名「パパ育児講演会参加希望」 
① 参加者全員の氏名（ふりがな） 
② 郵便番号・住所 
③ 電話番号 
④ メールアドレス 
⑤ 託児希望の有無。有の場合は、お子様のお名前（ふりがな）、

年齢（１歳未満は月齢）、性別 

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/jinken/page42_00071.html
mailto:danjo@city.hiratsuka.kanagawa.jp


「ひらつかパパスクール 

 ～パパが率先！チームわが家でいこう！～」 

 

■ 場 所 平塚市保健センター 

■ 定 員 各３０人（抽選） 

■ 申込み １０月２２日（月）8 時 30 分から１１月２１日（水）１７時まで 

※全て参加できる方優先。（1 回の参加でもお申込みいただけます。） 

   

詳細は、10 月 22 日から公開予定の、平塚市ホームページでご確認ください。 

 

 日にち タイトル／講師 内  容 対 象 

第

１

回 

 

12 月 9 日（日） 

10 時～13 時 

 

※材料費 600 円

の負担あり 

 

パパ料理講習 

「パパの料理で家族を笑顔に！」 

 

パパ料理研究家 

滝村 雅晴 氏 

 

 

「家族の健康は食事から」の目

線を持った献立の考え方を学

びながら、帰宅後３０分で冷蔵

庫の余り物でも簡単に作って

食べられる実践的な料理教室 

 

 

パパ、 

プレパパ 

第

２

回 

 

12月22日（土） 

10 時～12 時 

 

 

親子で楽しむ 

クリスマス絵本ライブ 

 

ＮＰＯ法人えほんうた・あそびうた 

代表理事 

西村 直人 氏 

 

 

パパならではの読み聞かせの

スキルを学ぼう。ママがいなく

ても大丈夫！絵本ライブでパ

パとお子さんだけの楽しい遊

び体験をしよう！ 

 

パパと 

未就学の

お子様 

第

３

回 

 

1 月 26 日（土） 

10 時～12 時 

 

※託児あり 

 

ワークショップ 

「チームわが家でいこう！」 

 

wonderLife LLP 代表 

林田 香織 氏 

 

 

ママ一人の「ワンオペ」でも、

夫婦二人の「ツーオペ」でもな

く、マルチオペレーション型の

「マルオペ」を知って、夫婦の

パートナーシップで家事・育児

を進める「チームわが家」につ

いて考えてみよう。 

「チームわが家」で家事・育児

をすると、職場でのパフォーマ

ンスも向上！ 

 

 

パパ、 

プレパパ 

又は 

ご夫婦 

 


